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４月上中旬、12㎝
ポットに２粒ずつ
タネまきする。

発芽してきた
ら、生育のよ
い方を残して
１本に間引く。

本葉３～４枚（播種後
30～35日）になったら、
植え付け適期。

カ
ボ
チ
ャ
の
原
産
地
は
、
北
ア
メ
リ
カ
か

ら
南
ア
メ
リ
カ
に
か
け
て
の
地
域
で
、
コ
ロ

ン
ブ
ス
が
１
４
９
２
年
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

発
見
し
て
か
ら
世
界
各
地
へ
広
が
り
ま
し
た
。

日
本
へ
は
16
〜
17
世
紀
に
、
豊
後
、
長
崎
、

秋
田
、
江
戸
、
京
都
な
ど
へ
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
を
豊

富
に
含
む
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で
、
今
や
緑

黄
色
野
菜
の
代
表
格
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
は
果
菜
の
中
で
は
最
も
強
健
で
、

病
害
虫
の
被
害
も
比
較
的
少
な
い
た
め
、
家

庭
菜
園
で
は
十
分
に
無
農
薬
栽
培
が
可
能
で

す
。
し
か
し
、
旺
盛
に
育
ち
、
１
株
で
も
か

な
り
広
い
面
積
を
と
っ
て
し
ま
う
の
で
、
注

お
も
し
ろ
い
も
の
が
多
く
、
金
糸
瓜
（
ソ
ウ

メ
ン
カ
ボ
チ
ャ
）、ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
オ
モ
チ
ャ

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
、
楽
し
ん
で
栽
培
で
き
ま
す
。

つ
る
性
の
カ
ボ
チ
ャ
は
、
地
這
い
栽
培
だ

と
２
ｍ
四
方
以
上
の
広
さ
を
必
要
と
し
ま
す
。

ま
た
、
５
〜
８
月
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
っ

て
栽
培
す
る
の
で
、
コ
ン
テ
ナ
は
25
ℓ
以
上

の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
ま
す
（
第
１
図
）。

植
え
付
け
は
、
５
月
上
中
旬
に
行
い
ま
す

（
第
2
図
）。
カ
ボ
チ
ャ
の
植
え
付
け
適
期
苗

意
も
必
要
で
す
。
垣
根
に
這は

わ
せ
た
り
、
日

よ
け
代
わ
り
に
棚
作
り
に
し
た
り
と
、
工
夫

し
て
楽
し
む
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
カ
ボ

チ
ャ
栽
培
。
こ
の
栽
培
に
向
く
の
は
ミ
ニ
カ

ボ
チ
ャ
で
す
。
姿
か
た
ち
が
愛
ら
し
く
、
し

か
も
お
い
し
い
と
評
判
で
す
。

日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
は
、

現
在
３
種
類
あ
り
ま
す
。
主
流
は
西
洋
カ
ボ

チ
ャ
で
、
粉
質
の
果
肉
は
ほ
く
ほ
く
し
て
甘

み
が
強
く
、
栗
カ
ボ
チ
ャ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

日
本
カ
ボ
チ
ャ
は
果
肉
が
粘
質
で
、
ね
っ
と

り
し
た
風
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ペ
ポ
カ

ボ
チ
ャ
は
果
実
の
形
や
食
味
が
風
変
わ
り
で

藤
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その24 ミニカボチャ
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秋田県生まれ。恵泉女学園大学園芸文化研究所准教授。
専門は野菜園芸学、植物育種学、農業教育学。「NHK
趣味の園芸」講師などで野菜作りの魅力を伝える。著
書に「別冊NHK趣味の園芸・わが家の片隅でおいし
い野菜を作る」（NHK出版）など多数。 

緑黄色野菜の代表種。
まるごと調理できる
ミニカボチャを、プ
ランター栽培で育て
よう。

旺盛に育つカボチャは、
棚作りにするなど立体
的に栽培すれば、省ス
ペースになる。

　ほくほくの西洋カボチャに、風味豊かな日本カボチャ。
そしてちょっと風変わりなペポカボチャ。バラエティに
富んでいて、甘くおいしい、栄養たっぷりの緑黄色野菜
です。
　病害虫に強くて作りやすく、家庭菜園向きなのですが、
少しスペースをとるのが注意のしどころ。プランターで
栽培するなら、茎をぐるぐる支柱に巻きつけていく「あ
んどん仕立て」に挑戦してみましょう。

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1 栽
培
方
法

苗
の
植
え
付
け

2

　タネまきは、植え付け時期の１カ月ほど前を目標に行います。５月上中旬
の植え付けでは、４月上中旬にタネまきすることになりますので、保温が必
要です。ポットで１カ月間育苗するため、週に１回500倍液肥を水やりを兼
ねて施し、肥切れに注意します。

タネから育てる場合
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 準備するもの第1図

コンテナ
（容量が25ℓ以上のもの）

長さ1.8ｍ程度の支柱竹４本

鉢底ネット

軽石（鉢底石）

誘引用のひも、移植ゴテ、ハサミ

培養土

直径直径3030㎝㎝

❶コンテナの底に鉢底
ネットを敷く。

❷底が見えなくなるく
らいに軽石を敷く。

❸培養土を入れる。

葉は色が濃く
て厚みがあり、
直径は４～５
㎝。

徒長しておら
ず、節間が詰
まっている。

茎がガッチリ
している。

双葉がしっかり
ついている。

根量が多くて力強く、
根鉢ができている。 12㎝ポリ鉢

病害虫にやら
れていない。

植え付け第2図

仮支柱立て第3図

ミニカボチャの販売は68頁

‘ほっこり姫’
果重600～800ｇ程度と小さく、手のひ
らサイズ。粉質で甘みが強い。

‘平安小菊’★
果重700～800ｇで、栽培しやすくたく
さんとれる。風味豊かな日本料理に最
適の小型カボチャ。

★印は日本カボチャ。

‘はやと’★
果重700～800ｇの、たくさん収穫でき
る極

ごく

早
わ

生
せ

種。濃黒緑色の果皮が美しく、
食べてもおいしい。

‘バターナッツ’
果重800ｇ程度で、ひょうたん形がユ
ニーク。粘質で味がよいおすすめ品種。

カボチャの苗の植え付け。深植えになりすぎない
ように、周りの土を寄せる感じで植え付ける。

おすすめのコンテナ栽培向きミニカボチャあれこれ

　苗を購入する時は、葉色の濃いガッチリと
したものを選びます。また、接ぎ木苗は高価
ですが、病害などに強く育てやすいのでおす
すめです。

よい苗の選び方

深さ深さ
3030㎝㎝

❺植え付け後は
水をたっぷり
と与える。

ウォーター
スペースを
２㎝くらい
とる。

❹コンテナの中央に植え穴を掘る。

ポリポットか
ら、根鉢を崩
さないように
抜き、植え付
ける。

８の字に誘引する。

植え穴を掘る。

長さ70㎝程度の仮支柱

は
本
葉
3
〜
4
枚
程
度
で
、
つ
る
が
伸
び
る

前
の
大
き
さ
が
理
想
で
す
。

　
植
え
付
け
後
に
仮
支
柱
を
立
て
、
茎
を
地

際
か
ら
15
㎝
く
ら
い
の
所
で
８
の
字
に
誘
引

し
ま
す
（
第
3
図
）。

主
枝
１
本
仕
立
て
と
し
、
わ
き
芽
は
す
べ

て
早
め
に
摘
み
取
り
ま
す
。
つ
る
が
伸
び
た

ら
、
週
に
１
回
を
目
安
に
支
柱
へ
誘
引
し
、

あ
ん
ど
ん
仕
立
て
に
し
て
、
主
枝
を
ら
せ
ん

仮
支
柱
立
て

3
整
枝
（
仕
立
て
方
）・

誘
引

4

1515㎝㎝



あんどん仕立て（イメージ）第4図

収穫適期前の果梗。縦長にコ
ルク化が始まっている。

収穫適期の果梗。果実の部分
まで枯れている。

❶本支柱立て

８の字に。

状
に
誘
引
し
ま
す
（
第
4
図
）。
伸
ば
し
た

主
枝
は
15
〜
20
葉
で
摘
芯
し
、
５
〜
12
節
ま

で
に
着
果
さ
せ
ま
す
（
第
5
図
）。
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雌
花
が
咲
き
始
め
た
ら
朝
方
９
時
ご
ろ
ま

で
に
人
工
受
粉
を
行
い
、
着
果
を
促
し
ま
す

（
第
6
図
）。

特
に
、
着
果
期
や
果
実
肥
大
期
は
、
生
育

の
様
子
を
見
な
が
ら
追
肥
し
、
肥
料
切
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
（
第
7
図
）。

　

ま
た
、
生
長
中
は
、
土
が
乾
い
た
ら
た
っ

ぷ
り
と
水
や
り
し
ま
す
。

開
花
後
７
〜
10
日
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
の
時

に
不
良
果
を
摘
果
し
ま
す
。
１
株
で
１
〜
２

果
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

う
ど
ん
こ
病
に
は
カ
リ
グ
リ
ー
ン
、
べ
と

病
に
は
ダ
コ
ニ
ー
ル
を
散
布
し
ま
す
。
ま
た
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
、
ウ
リ
ハ
ム

シ
は
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
で
防
除
し
ま
す
。

開
花
後
35
〜
40
日
程
度
で
収
穫
と
な
り
ま

す
。
果か

梗こ
う

が
枯
れ
て
く
る
こ
ろ
が
目
安
で
す
。

カ
ボ
チ
ャ
は
と
れ
た
て
よ
り
、
し
ば
ら
く
置

い
た
方
が
甘
み
が
増
す
の
で
、
保
存
し
て
お

い
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

人
工
受
粉

5

追
肥
・
水
や
り

6
摘
果

7

病
害
虫

8
収
穫

9

カボチャの雄花。カボチャの雌花。

ピンポン玉大
の時に不良果
を摘果する。

カボチャの甘み
　カボチャやサツマイモなど甘みを楽しむ野菜
の場合、収穫したてはでんぷんの塊と思ってく
ださい。つまり、収穫直後は甘みが少ないので
す。サツマイモやカボ
チャのでんぷんは、収
穫後、緩やかに糖分へ
変わっていきます。甘
みが強くなる時期は、
収穫からおよそ３～４
週間後です。
　待ちましょう。甘い
ほっくりとしたカボチ
ャを食するために。

コラム

2020～～3030㎝㎝
間隔間隔

支柱を４本
立て、針金
またはひも
で囲う。

❷誘引（週１回）

支柱へ巻きつ
けるように誘
引していく。

側枝は早め
に摘み、１
本仕立てに。

主枝を１本伸ばす。

わき芽を
取り除く。

雌花の柱頭に
花粉をなすり
つける。

化成肥料
２週間に１回
土１ℓ当たり
１ｇ。

❶わき芽とり

整枝（1本仕立て）第5図

人工受粉第6図

追肥第7図

❷１本仕立て（イメージ）
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５
〜
５
〜
1212
節
に
着
果
。

節
に
着
果
。

1515
〜〜
2020
節
で
摘
芯
。

節
で
摘
芯
。

雌花 雄花

甘いほっくりとしたカボ
チャは、いろいろな料理
に使える。

わき芽は早めに
摘み取る。

朝９時までに
受粉を行う。

①

②


